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研究成果の概要（和文）：本研究では，ウェブ検索者の情報要求観点を情報源とする「言語間対照分析支援シス
テム」を作成した．具体的には，各言語の検索エンジン・サジェストおよび質問回答サイトを情報源として，特
定のクエリ・フォーカスに対する情報要求観点，および，その観点に関して得られる情報を収集した．そして，
収集された情報を言語間で比較・対照分析することにより，他国と自国との間の文化・関心・意見の違いを発見
する過程を支援するシステムを作成した．

研究成果の概要（英文）：In this project, we developed a system for comparative analysis of Web 
search information needs between languages.  As for the source of collecting information in multiple
 languages, we focus on search engine suggests as well as question-answer sites in multiple 
languages.  Given a specific query focus, we collect search information needs as well as Web pages 
and question-answer pairs for those search information needs.  Then, developed a system for 
assisting the process of comparatively analyzing those collected search information needs and the 
specified Web pages / question-answer pairs between multiple languages and that of discovering 
differences of culture, concern, and opinions between multiple countries.

研究分野：情報工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 宇津呂，吉岡は，本研究課題の前身とし
て，基盤(B)「トピックの特性の多観点把
握に基づく多言語ウェブテキストの言語
間対照分析システム」(代表：宇津呂， 
H23～25)等において，多言語ニュース・
ブログを情報源として，詳細な話題・関
心，時系列特性，書き手の実体験，賛否・
主観といった多様な観点のもとで，国・
文化・言語間の差異発見過程を支援する
方式を開発した． 
 

(2) (1)の研究では，ブログ等における言及数
の多少によって，関心の度合いや関心の
動向を把握していた．しかし，時事的話
題のように，時間的変遷が急激な場合に
は，ブログ等における言及数の動向が収
束し関心の動向や度合いが把握できるま
での間に遅延が生じ，関心動向の迅速な
把握が困難であった．この遅延を克服す
るために，発想を転換し，ブロガー等の
ウェブ執筆者の対極に位置するウェブ検
索者が，報道等の一次情報に対して行う
検索行動に着目した．そして，ウェブ検
索者の情報要求観点を直接収集すること
によって，(1)の研究における遅延を克服
でき，関心動向の迅速な把握が可能とな
ると考えた． 

 
(3) 一方，時間的変遷が緩やかな文化・慣習
に関する話題の場合も，関心の動向や度
合いが，ウェブ検索者の情報要求観点か
らしか収集できないものが多数存在する
ことが判明した． 

 
(4) 以上の知見を得て，本研究課題を提案す
るに至った． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，ウェブ検索者の情報要求観点を
情報源とする「言語間対照分析支援システム」
を作成する．特に，各言語の検索エンジン・
サジェストおよび質問回答サイトを情報源
として，特定の検索対象に対する情報要求観
点を収集し，言語間で比較・対照分析するこ
とにより，他国と自国との間の文化・関心・
意見の違いを発見する過程を支援するシス
テムを作成する． 
 
３．研究の方法 
 
(1) 検索エンジン・サジェストを対象として，
ウェブ検索者の情報要求観点を収集する．
検索エンジンに対して，一検索対象キー
ワード当り約 100 通りの文字列を指定
し，最大約 1,000 語のサジェストを収集
する．ここで，収集されるサジェストの
多くは話題が重複し冗長なため，冗長性

集約方式を開発する． 
 
(2) (1)の情報要求観点のもとで収集される
ウェブ検索結果を集約・俯瞰する方式を
開発する．この方式においては，(1)で集
約した情報要求観点を活用することによ
って，効率的かつ効果的なウェブ検索結
果の集約・俯瞰を実現する． 
 
(3) ウェブ検索者の情報要求観点，および，
その観点に関して得られる情報を収集す
るための情報源として，質問回答サイト
を対象とする．日中二言語の各質問回答
サイトから質問回答事例を収集する．次
に，(1)で収集したサジェストを情報要求
観点として，各サジェストを含む質問回
答事例を収集した後，トピックモデルを
適用して質問回答事例集合を集約・俯瞰
する． 
 
(4) (2)および(3)において収集・集約された
情報に対して，ウェブ検索結果および質
問回答事例の間での差異の有無を検証す
る． 
 
(5) 特定の検索クエリに対して，ウェブ検索
者が検索時に指定した情報要求観点，お
よび，その観点に関して得られる情報に
対して，利用者が比較・対照分析を行い，
言語間の違いを発見する過程を支援する
方式を実現する． 
 
４．研究成果 
 
(1) 検索エンジン・サジェストを対象として，
ウェブ検索者の情報要求観点を収集した．
ここで，収集されるサジェ ストの多くは
話題が重複し冗長なため，冗長性集約方式
を二種類開発した．方式 1では，各サジェ
ストを情報要求観点として指定して収集
したウェブページ集合に対してLDA等のト 
ピックモデルを適用して，ウェブページ集
合の話題集約を行った後，情報要求観点と
して指定したサジェストそのものを集約
した．方式 2では，各サジェストを情報要
求観点として指定して収集した検索結果
のスニペット間の類似度を用いてサジェ
スト間の類似度を定義し，この類似度を用
いてサジェストの集約を行った． 
 
(2)ウェブ検索者の情報要求観点，および，
その観点に関して得られる情報を収集す
るための情報源として，質問回答サイトを
対象とした．(1)で収集したサジェストを
情報要求観点として，各サジェストを含む
質問回答事例を 収集した後，トピックモ
デルを適用して質問回答事例集合を集約
した． 
 
(3) サジェストと質問回答事例の間で，ウェ



ブ検索者の情報要求観点における差異の
有無について分析した．具体的には，収集
された情報要求観点，および，各情報要求
観点のもとで収集される情報を定量的に
比較した． 
 
(4) (1)のうちの方式 1 の「トピックモデル
を用いる方式: 各サジェストを情報要求
観点として指定して収集したウェブペー
ジ集合に対してトピックモデルを適用し
て，ウェブページ集合の話題集約を行った
後，情報要求観点として指定したサジェス
トそのものを集約する」方式を対象として，
各トピックにおけるウェブ検索結果を集
約する方式を開発した．この方式では，各
トピックに対応するサジェストを利用し
て，サジェストを網羅する最少数のウェブ
検索結果を提示する方式を開発し，従来方
式の約 2倍の集約率を達成した． 
 
(5) 検索エンジン・サジェストを利用するこ
とにより，質問回答サイトおよびウェブか
らノウハウ知識を相補的に収集する方式
を開発した．この方式においては，検索エ
ンジン・サジェストを索引として収集され
る情報に加えて質問回答サイトから得ら
れる情報を相補的に利用し，それらを混合
して集約することを実現した．特に，質問
回答サイト以外の一般的ウェブページを
情報源として，質問回答サイトのノウハウ
知識を補充する新ノウハウ知識が収集で
きることを示した． 
 
(6) ウェブ検索者の関心事項に着目するこ
とにより，ウェブ上の情報を多言語(日本
語・中国語)間で比較・対照分析し，他国
の情報の収集を支援するとともに，言語間
の差異発見の過程を支援する方式を実演
した．特に，サジェストの集約過程におい
てトピックモデルを用いる方式を採用し，
サジェスト集約を自動で行なった上で，そ
の結果に対して日中間対照分析を行う方
式を開発した． 
 
(7) (5)の方式においては，検索エンジン・
サジェストを索引として収集される情報
に加えて質問回答サイトから得られる情
報を相補的に利用し，それらを混合して集
約することによって，両方の情報源の特性
を活かしてノウハウ知識の収集を実現し
た．これに対して，日本語および中国語の
各言語において収集したノウハウ知識を，
日中二言語間で比較・対照分析する方式を
実現した． 
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